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第 1章 緒 言
結核化学療法剤 としてのオル トア ミノフェノ
ール ･メタンスルフォン酸ソーダ (SOM)に関
する基礎的研究の一環として,旦那こ当研究室の
田中 1,2,3)は, その試験管内実験の成績を報告 し
た｡これに引続 き著者 4)は,SOMの生体実験を
志 し,第 1篇に於てその一部をすでに報告 した｡
本篇では,マウスを用いた SOM の急性毒性
実験の結果を報告する｡又,同時にオル トア ミ
























第3章 実 験 成 績
(1)腹腔内投与による OA4と SOM との急
性毒性
前述の実験方法により, 腹腔内投与 に よ る
SOM と OM との急性毒性を各群 8匹のマウス
を用いて検討 した成績は 表 1及び 表 2の如 く
で,5%の危険率で LD50を算出すれば,OM は
500mg/kgでその信頼限界が 424-590mg/kg,
SOM は 5200mg/kgでその信頼限界は 4727-




(1) と同様の方法により, 経口投与 に よ る
SOM と OM との急性毒性を各群10匹のマウス
を用いて検討すると共に,同時に腹腔内投与に
よる急性毒性を再検討 した｡成績は表 3,表 4,
表 5及び表 6に示 した｡即ち OM の LD5｡は 5
%の危険率で,経口投与では,480mg/kgでそ
の信頼限界が 414-557mg/kgであり,腹腔内
投与では 625mg/kgで その 信頼限界が 543-
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表 2 SOM のマウスに対する急性毒性 (腹腔内投与,第1回)

































719mg/kgであった0-万 SOM の LD50は, 以上の成績をみると,OM と SOM とはいず
経口投与では 6800mg/kgでその信 頼 限 界 が れ も腹腔内投与 と経口投与 との両者で急性毒性
6061-7630mg/kg,腹腔内投与では 6200mg/kg 発現の機作に殆ど差異がないことが明らかにな
で信頼限界は 5150-7465mg/kgであった｡ つた｡叉,両投与法共,SOM の急性毒性 は OM
昭39.9
蓑 3 0Mのマウスに対する急性毒性 (経口投与)
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表 4 0Mのマウスに対する急性毒性 (腹 月室内投与,第 2回 )
死 亡 率
(%)投 与 量 :死 亡 数 ＼/Uノ









死 亡 率 ≦観察値-
(%) 期望値






























亡 した｡死 亡例の経過時間は,OM は腹握内投
与例で約半時間,経口投与例で約 1時間であり,
SOM は腹腔内投与例では約 1時間, 経｢]投与
例では約 1時間半であった｡
OM と SOM とは両者共,死亡例の観察か ら
すると,腹腔内投与の方が経過時間が短 く,又
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表 7 0M及びSOMの急性毒性 (LD50,mg/kg)
経 口投 与







とから OM も SOM も両者共, 腸管吸収の面
ではかなり良好な薬剤であると想像 しても,さ
して誤 りではないと思われる｡
OM と SOM との LD50を比較すると,腹腔,
昭39.9
経口両投与法共,SOM の急性毒性は OM の急





濃度血清含有培地に於ては,OM と SOM との
MICの差が極めて小さくなることが明らかにな
っているので, もしSOM の大量投与が可能に













オル トア ミノフェノ-ル (OM)の-誘導体で


















(3)OM も SOM も両者共,腹腔内投与と経
口投与で急性毒性の差は殆どなく,又,両投与法
共 SOM の LD50は OM の LD50の約10倍であ
った｡即ち SOM の急性毒性は OM の凡そ1/10
であったO
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